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ブラジル 日本商工会議所

事務局長 平田 藤義様

株 式 会社 アテナ

取締役 会 長  渡邊 I贋 彦

この度小社は リオデジャネイ ロオ リンピック組織委員会 に対 して、ブラジル 日本商

工会議所が、ブ ラジル国家イベ ン トである 2016年 リオデジャネイ ロオ リンピック

大会 に於いて、歴史的な貢献 を担 う記念事業へ ご参入 され る企画をご提案 申 し上げま

す。

本構想 に基づ く具体的な立案 には、 2008年 北京オ リンピック大会における小社

のアテナフラッグセ レモニーサー ビスの経験 と実績のご活用 を前提 と致 しま した。

下記の通 り貴商工会議所 との本プロジエク トの実現を切 に希望いた します。

記

ご提 案 の 前 提 条 件

A)リ オデ ジャネイ ロオ リンピック大会開催時に使用す る参加国の国旗は、オ リンピ

ック組織委員会が調達 されますが、表彰式典における国旗並びに国歌オペ レーシ ョ

ンサー ビスの運用業務 を貴商工会議所が ビジネス としてオ リンピック組織委員会 か

ら受話 していただきます。

B)貴 商工会議所が受託 された暁には、小社へ表彰式典 における国旗並びに国歌オペ

レー シ ョンサー ビスのョンサル タン ト要員の派遣 を委託いただければ、北京オ リン

ピック大会でのノウハ ウを活か して万全 を期 してご協力いた します。

が
」



ご提 案 内 容 とそ の 意 義 (目 的 )

1) オ リン ピ ック組織委員会 の大会 支援 活動 事 業 に貴 商 工会議所 が直接 参入 され

るこ とは、民間事業者 と異な り、国を代表す る経済団体 で あ るブ ラジル 日本商工会

議所 に よる国家への歴 史的、社会的貢 献 にな ります。従 つて受託推進活動 も大い に

効果 が期待 で きます。

2) 小社 のアテナフラ ッグセ レモ ニーサー ビスでは、ソウル オ リンピック大会時 に

韓国内の万国旗製作業者 に対 して、1ケ 月間 に亘 り技術者 を派遣 した実績 があ りま

す。

3) また、北京オ リンピ ック大会 に出場 した 204ヶ 国の国旗 をサ ンプル旗 で完全

検証 。点検 した実績 が ござい ます。

4) 国旗 は万国共通 のプ ロ トコールが重要視 され ます。

表彰式典 にお ける小社 の実績 と経験 を訴 求 していただ くことに よ り、貴商 工会議所

が受託 され る可能性 が高 まる と期待 され ます。 貴商工会議所並びに小社 のプ ロジェ

ク ト体制 はオ リンピ ック組織 委員会 に高 く評価 され る もの と確信 いた します。

5) 貴商工会議所 の本件事業 に伴 う運営資金 は、貴商工会議所加入会員各社か らの

特別 寄附又 は広告 スポ ンサー料 による調 達方式 をご検討願 えませ んで しょ うか ?

6) 国家イベ ン トの公式 ステー ジにお いて、長年 に亘 り使用 して きた小社所有 の

「国歌デー タ」 を提供致 します。

7) リオデ ジ ャネイ ロオ リン ピック大会組 織委員会 が製 作 され る大量 の各 国 国旗

の事後処理上、若 しも不用 となる場合 は 2020年 東京 オ リン ピック大会へ ご斡旋

す る案 について、別途 ご提案 の用意 が ございます。

8) 小社 の ご提案 に ご賛意並びに ご関心 を もたれ、更 に具体的 な細 目について御検

討頂 けるよ うで した ら、一度小社 に ご案 内致 したい と存 じます。

9月 ごろ別件 で来 日の ご予定 と伺 つてお ります が、その折 にお立 ち寄 りいただ けれ

ば誠 に幸甚 に存 じます。

9) 7月 下旬 に安倍 晋 三首相 のブ ラジル訪 間 に 日本 商 工会議 所 の三村会頭 が同行

され る との ことです ので、本提案 につ いて三村会頭
へ もご報告 してお きます。



10) 過去のオ リンピック大会 で 日本 の応援団団長 として世界各国のオ リンピック

会場で活躍 され てこ られた 山田直稔氏か らも本提案 をぜひ応援 したい とのメ ッセ

ージを頂いてお ります。尚、山田直稔氏は平成 7年 の伊勢神官の式年遷官時に、旧

社殿 を貴国へ移築 された際にご尽力 された方で、純粋 な大和魂の持 ち主です。

以上、本 ご提案 は貴商工会議 所 に と りま しては相 当な ご負担 を強 い ることに もなろ

うか と存 じます。然 しなが ら双方の持 て る力 を結束すれ ば、必ずや リオデ ジャネイ ロ

オ リンピック大会 において 「ブ ラジル 日本 商工会議所」 の高い ミッシ ョンをア ピール

す るプ ロジェク トになる と確信 してお ります。

ご参考までに小社 の フラ ッグセ レモ ニーサー ビス関連 資料 そ して小社が これ まで国

旗 ビジネ スを手が けてまい りま した経緯 に関わ る ご案 内記 事 を添付 いた します。

ご高覧いただ き是非 ご検討賜 わ ります よ う何卒 よろ しくお願 い 申 し上げます。
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